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警戒区域内で震災前より継続飼育されている黒毛和牛の調査状況（3．被ばく線量評価） 

Investigation of wagyu (Japanese black cattle) in Fukushima caution zone (3. Radiation exposure) 
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１．はじめに 

福島第一原発事故の帰宅困難区域や旧警戒区域内やでは，今でも100頭を超える和牛が毎時数

μSvから数十μSvの空間線量率の環境中で飼育されており，放射性物質の動態や低線量率長期被曝

の影響に関する貴重な研究対象となっている。我々は2012年に現地の畜産農家とともに「原発事故

被災動物と環境研究会」を設立し（当初は別名称），150頭ほどの和牛の調査・研究活動を行なって

いる。ここでは，これまで得られた成果のうち牛の被ばく線量に関する話題を中心に報告する。 

 

２．調査方法 

外部被ばく線量は対照牛（黒毛和牛）の頚部にベルトと一緒に装着する形で，ガラスバッジが

受ける線量をモニターした。記録開始は2013年12月からである。当初は空間線量率が明らかに異な

る3ヶ所の牧場でモニターを実施していたが，1牧場が除染対象地域になりモニターは2014年の10月

を最後に中止した。通常1月のモニターに使用するガラスバッジを2～3ヶ月程度の間隔でモニター

した。また，牛の内部被ばくの指標として生体試料を半導体ゲルマニウム検出器中で検出された放

射性セシウム（Cs-137およびCs-134）および放射性カリウム（K-40）濃度を利用した。 

 

３．結果および考察 

計測された実効線量（人の被ばく線量換算）は，2013年当初は2月間で最大約40mSvであったが，

最近（2015年8-11月）では3月間で30-40mSv程度にやや減少し始めている。積算線量としての推定

値は2013年12月から2014年12月の1年で約180mSv程度であった。同様な線量被ばくであった場合，

2013年12月から2015年12月までの2年だと推定で最大350mSv程度であり，2011年3月の原発事故以来

の被ばく推定は放射性セシウム由来の外部被ばくだけで少なく見積もっても年間200mSvなので

1000mSV以上，初期の放射性ヨウ素その他を加味すると積算線量として2000mSv程度には達する可能

性がある。これら原子炉災害に伴う汚染環境での牛の継続モニタリングは世界に例がない重要かつ

貴重な記録である。内部被ばくの指標として血液中の放射性セシウム濃度をモニタリングした。セシ

ウムは経口的に摂取されると体内ではカリウムと同様に水溶性イオンとして体液中に分布する。その分

布は細胞外液よりも細胞内液への分布が高い。牛肉では脂肪には分布せず筋肉細胞内に多く分布するこ

とが分かっている。観察された血液中濃度（189-690および82-364 Bq/kg）は汚染地域の特徴による影

響を表すと考えられた。また，季節による食性（冬季は外部からの乾草給餌）の影響も生じえると考え

られる。牛の放射性セシウムに関する動態学的パラメータが他の哺乳動物（実験動物のラットなど）と

同様であり，かつ血液中の放射性セシウム濃度が概ね定常状態に達していると乱暴に仮定すると，牛が

毎日牧草や飼料中から摂取（吸収）している放射性セシウム（Bq/kg）は，その血中濃度と同程度にな

ると推定することができる。しかしながら，それを証明するには，牛群を利用した新たな実験系を設定

する必要がある。 
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